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連なる帯 
－延焼遅延帯建築による木造密集地域の再構築－ 
 
THE BRANCHING ARCHITECTURE 
REVAMPING CONGESTED AREA OF WOODEN ARCHITECTURE BY CONSTRUCTING SPREAD OF A FIRE DELAYED ZONE 
 
土橋泉 
Izumi DOBASHI 
      主査 渡邉真理   副査 下吹越武人  
 
法政大学大学院デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
 
Fire will be the biggest problem for congested area of wooden architecture by Great Kanto Earthquake in 
the future. So I choose a theme as “Regional Disaster Prevention” to resolve with architecture instead of 
choosing a large scale development by creating city planning road. In addition, I am expecting prototype for fire 
prevention in congested area of wooden architecture within 23rd wards. 
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０．はじめに 
＜テーマ＞ 
 － 「ケンチク」による木造密集地域の再構築  － 
東日本大震災では、津波や原発による被害が中心であっ
た。これから起きるであろう、関東大震災では、木造密
集地域での火災が問題とされている。そこで私は、土木
的解決である、都市計画道路による大規模開発ではなく、
建築的解決での「地域防災」をテーマとした。 
阪神・淡路大震災でも延焼遮断に有効とされた「ガワ」
の耐火に着目し、研究並びに設計を進める。また、木造
密集地域は、「住環境の改善」も、減災や再構築を考え
る上で、重要なテーマであると考える。 
そして、ケーススタディとして、品川区戸越を敷地とし
て選定し、23 区内の木造密集地域の地域防災のプロトタ
イプ、更に、木造密集地域のスケールを継承した共同建
替えのプロトタイプとなることを期待する。 
 
１． 研究 
＜都市防災の変遷＞ 
1）江戸時代 
300 年で100 回にも及ぶ大火が記録されている。100 万
人を超えた江戸の都市における大火の頻発は、職人の雇
用や全国からの資材の調達など、それに対応すべき復興
システムを確立した。 
2）明治、大正時代 
明治に入ると、富国強兵に取り組んだ新政府は、都市の
焼失と再建のために浪費される膨大な労力と資源を国力
の拡大に振り向けるために、建築物の不燃化に取り組む
ことになる。大正12 年9 月1 日に発生した関東大震災は、
明治以降に積み上げてきた日本の都市防災政策に関して、
見直しが余儀なくされた。死者・行方不明者は14 万人に
達し、全半壊家屋25 万戸、焼失家屋45 万戸、被災者総
数340 万人の大規模な被害を出した。 
3）昭和時代以降 
都市災害の場合には間接被害の占める割合が時代と共に
増大している。以下が一例である。 
A.新潟地震（1964 年）   ： 石油コンビナート火災 
B.宮城県沖地震（1978 年） ： ライフライン被害 
C.東日本大震災（2011 年） ： 津波、原発、風評被害 
D.関東大震災（2XXX 年）   ： 木造密集地域火災被害 
＜整備地区＞ 
「密集」「木造」「老朽」の三つの視点から指定される。 
1）重点整備地域（11 地域・約 2,400ha） 
2）整備地区（28 地域・約 7,000ha） 
3）木造密集地域（約 16,000ha） 
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＜整備地域の広がりと要因＞ 
木造密集市街地形成の要因として、以下の 3 点が大きく
影響している。 
1）1923 年  関東大震災 
2）1945 年  東京大空襲 
3）1960 年代 高度成長期 
関東大震災や第二次世界大戦の復興に際して、防災都市
計画づくりが遅れたことに加え、高度経済成長期に多く
の労働力が大都市圏、特に東京圏に集中したことで木造
密集市街地が形成された。 
東京都は昭和 56 年に「都市防災施設基本計画」を策定
し、延焼遮断帯の形成を柱とした防災生活圏の形成を目
指した。 
＜延焼遮断帯の定義＞ 
延焼遮断帯とは、道路、公園緑地、河川、鉄道並びに耐
火建築帯を組み合わせ路線状に配置し、市街地をいくつ
かの防火区域に分けることにより、同時多発する地震時
の火災を最小限に食い止めようとするものである。この
背景としては、都市防災化の究極の目標である市街地の
全面的な不燃、耐火の全面展開を図ることが困難であっ
たからである。 
 
 
 
２． 計画 
＜敷地＞ 
戸越公園周辺 （戸越２、４～６丁目、豊町１～３丁目等） 
 
避難場所に指定されている戸越公園の周辺では、都市防
災不燃化促進事業により建築物の不燃化を進め、避難場
所及び避難経路の一層の防災性向上を推進している。 
また、防災街区整備地区計画等の地区計画の導入により、
事業区域の外周においても避難経路の確保を進め、周辺
地域の防災性の向上を図っている。 
そして、近傍の商店街とも連携し、地域密着型の活気あ
る商店街と緑豊かでコミュニティが持続する住宅地から
なる、生き生きとしたまちづくりを目指している。一方
で、補助道路 29 号によって、市街地を分断し、「土木
的なスケールの延焼遮断帯」を形成する計画がある。 
＜敷地概要＞ 
・所在地   ： 戸越２・４・５・６丁目 
        豊町１・２・３丁目 
・敷地面積  ： 約 470,000 ㎡ 
・用途地域  ： 第一種中高層住居専用地域 
        第一種住居地域、近隣商業地域 
・防火地域  ： 防火地域、（一部、準防火地域） 
・広域避難場所： 戸越公園一体 
 
 
 
＜敷地現状＞ 
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＜設計コンセプト＞ 
品川区戸越は、北側に戸越銀座商店街、南側に広域避難
場所に指定された戸越公園がある。その隙間に木造密集
地域や活気のない商店街が広がる。その中でも、火災発
生の危険性が高いエリアに着目し、「線」による木造密
集地域の再構築を計画する。やがて、「線」が連続する
ことで、防火帯を連ね、都市に「防火区画帯」を顕在化
させる。都市の中に、地域共同体・地域減災のプロトタ
イプとして位置付け、2 種のタイプの敷地で設計を行う。 
1）A タイプ：独立住宅・低層集合住宅が密集する敷地 
2）B タイプ：住商併用住宅による長屋の敷地 
 
 
 
 
＜A 敷地＞ 
①非耐火造をグループ化し、共同建替え 
通りから 2 区画分（20ｍ程度）を延焼遅延帯とする。既
存 2 層の住戸群よりもフットプリントを小さくするこ
とで、住環境改善を行うが、3 層にすることで、容積は
上がる。 
②建物間の隙間に延焼遅延機能を担う「緑道」挿入 
「緑道」は、密集地域において、火災時の危険となる建物
間での火の回り込みを防ぐ役割を耐火建築帯とともに担
う。 
③「緑道」への滲み出しと住環境の改善 
1 階は、住民の使える集会室、貸しオフィスや店舗が入
ることで、緑道の公共性を高まる。また、木造密集地域
が抱える、採光や通風、緑地の増加によって、住環境を
改善する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜B 敷地＞ 
①長屋が持つ、前面道路からの「垂直性」と「間口」 
長屋の特徴的な構成を継承し、住商併用住宅を建替える。  
②前面道路からの「垂直な壁」と「平行な壁」 
垂直な壁は、商店・住居それぞれの共有壁となり、敷地
内に、引き込む方向性を生み出す。また、平行な壁は奥
行きを生み出し、賑わいを引き込む。 
③商店街が持つ連続性を崩しによる溜まりの創出 
従来の商店街が持つ連続性を崩すことで、流れと溜まり
が創出され、2・3 階の住環境が通りや溜まりに滲み出す。 
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３．おわりに 
＜結びに＞ 
東京を始め、日本全国に木造密集地域での火災の恐れや 
都市計画道路の拡幅計画などが存在する。 
「内側」では、住環境面でも解決すべき問題も多い一方
で、2項道路問題や権利関係から、面的な建て替えが進ま
ない現状がある。そこで、阪神淡路大震災において、減
災上有効とされた「外側」に着目した。「点」による木
造密集地域の再構築が、やがて「線」として防火帯を連
ね、都市に「防火区画帯」を顕在化させる。 
そして、都市の中に、地域共同体・地域減災のプロトタ 
イプとして位置付けられ、「連なる帯」は、「面」によ
る木造密集地域の再構築の骨格となることを期待する。 
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